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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
・
高
齢
化
の
な

か
で
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
流
出
を
防
ぐ

目
的
な
ど
か
ら
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
策

に
取
り
組
む
企
業
が
増
加
。
短
時
間
勤
務
の

拡
充
や
多
種
多
様
な
休
暇
制
度
、
復
職
支
援

な
ど
働
き
や
す
い
制
度
の
構
築
は
様
々
な
形

で
拡
大
し
て
い
る
。「
ポ
ス
ト
・
イ
ッ
ト
」

製
品
や
「
ス
コ
ッ
チ
」
メ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー

プ
な
ど
で
知
ら
れ
る
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
は
、

古
く
か
ら
女
性
社
員
の
活
用
策
を
講
じ
て
き

た
歴
史
を
持
ち
、
近
年
は
労
使
共
同
で
両
立

支
援
の
た
め
の
休
暇
制
度
を
拡
充
す
る
な
ど
、

制
度
面
で
の
さ
ら
な
る
充
実
と
そ
の
定
着
を

図
り
、
昨
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

企
業
と
し
て
「
厚
生
労
働
大
臣
優
良
賞
」
を

受
賞
し
て
い
る
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
働
き

や
す
い
会
社
を
め
ざ
し
て
進
化
す
る
同
社
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

自
由
と
規
律
の
両
立
で
人
材
を
育
成

　

住
友
ス
リ
ー
エ
ム
は
、
自
動
車
関
連
、
電

子
機
器
関
連
、
建
築
関
連
と
い
っ
た
産
業
分

野
か
ら
生
活
関
連
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
ま
で

幅
広
い
分
野
に
提
供
す
る
化
学
メ
ー
カ
ー
。

社
員
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
ま
と
め
上
げ
て
商
品
開
発
を
重
ね
、
世

に
送
り
出
し
た
製
品
は
三
万
種
を
超
え
る
。

開
発
に
は
、
高
い
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

独
創
性
あ
る
人
材
が
必
要
不
可
欠
。
こ
の
た

め
、
自
由
と
規
律
を
両
立
さ
せ
て
人
材
育
成

を
進
め
て
き
た
風
土
と
歴
史
を
併
せ
持
つ
。

　

例
え
ば
、
研
究
職
や
技
術
職
は
労
働
時
間

の
一
五
％
を
自
由
な
発
想
に
費
や
す
こ
と
が

で
き
る
し
、
他
の
職
種
も
基
本
的
に
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
し
て
い
る
上
に
、
全

社
的
な
コ
ア
タ
イ
ム
の
設
定
も
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
管
理
職
は
確
固
た
る
反
証
材
料
が

な
い
限
り
、
部
下
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
決
し
て

否
定
し
な
い
。
例
え
失
敗
し
て
も
、
そ
れ
が

前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
れ
ば
許
容

さ
れ
る
の
で
、
社
員
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
度
面
に
目
を
向

け
て
も
、
育
児
・
介
護
関
連
施
策
の
拡
充
や

男
女
の
均
等
待
遇
、
六
五
歳
定
年
制
の
実
施

な
ど
を
先
駆
的
に
採
り
入
れ
て
い
る
（
図
表

１
）。

人
事
・
処
遇
制
度
の
改
革
と
定
着
に
着
手

　

そ
ん
な
同
社
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
大
き
な
契
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

人
事
を
統
括
し
て
い
た
金
子
剛
一
取
締
役

（
現
代
表
取
締
役
副
社
長
）
が
、
米
国
の
３

Ｍ
社
に
勤
務
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
「
活
力

あ
る
社
員
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
」人
事
・

処
遇
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
着
手
。
同
年

か
ら
三
年
間
、「
Ｈ
Ｒ
プ
ラ
ン
21
（
新
し
い
企

次
世
代
支
援
で
労
働
時
間
を

　
　

重
視
す
る
企
業

事例報告
　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
同
施
策
に
対
す
る
労
使
の
考
え
方
に
は
、
同
床

異
夢
の
感
が
否
め
な
い
の
も
ま
た
事
実
。
制
度
を
導
入
し
て
も
利
用
者
が
増
え
ず
、
画
描
の
餅
に
な
っ
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

労
使
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
労
働
時
間
を
切
り
口
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

取
り
組
み
、
実
効
を
あ
げ
る
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
社
と
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
に
話
を
聞
い
た
。

　
　
　
（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
、
新
井
栄
三
）

働きやすい会社をめざして
～住友スリーエムの取り組み

坂下人事支援部主任（左）と小山中央書記長

本文と写真は関係ありません
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業
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
二
一
項
目
の
取
り

組
み
）」
を
推
進
し
た
（
図
表
２
）。
そ
の
後
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
は
「
制
度
を
変
え
た
だ
け

で
は
新
し
い
文
化
は
根
付
か
な
い
」
と
し
て
、

新
た
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
カ
ル
チ
ャ
ー
９

（
新
し
い
企
業
文
化
の
定
着
を
め
ざ
す
九
項

目
の
取
り
組
み
）」
を
策
定
（
図
表
３
）。
社

員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
つ
つ
、
働
き
続

け
ら
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

女
性
の
積
極
活
用
と
育
成
に
注
力

　

な
か
で
も
、
女
性
社
員
の
活
用
の
推
進
は
、

こ
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
常
に
改
革
の
中

心
に
あ
っ
た
。
人
事
支
援
部
の
坂
下
由
紀
子

主
任
は
、「
こ
れ
も
金
子
副
社
長
の
強
い
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
も
た
ら
し
た
も
の
」
と
振
り

返
る
。
米
国
の
３
Ｍ
社
で
は
、
女
性
社
員
の

数
は
も
ち
ろ
ん
管
理
職
比
率
も
高
く
、
女
性

が
第
一
線
で
活
躍
す
る
の
は
普
通
に
見
ら
れ

る
こ
と
だ
っ
た
と
か
。
そ
こ
で
「
こ
う
し
た

光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
副
社
長
の
指
揮

の
下
、
女
性
社
員
の

育
成
と
積
極
的
な
活

用
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
き
た
」。

　

こ
の
間
、
女
性
社

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｅ
ｖ
ｅ
21
」
が
立
ち
上
が
り
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
の
実
現
を
め
ざ
し
て
提
案
す

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
活
動
を
展
開
。
制
度

面
で
も
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ジ

ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
の
拡
大
・
運
用
実
施
、

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
改
定
な
ど
と
い
っ

た
女
性
社
員
の
背
中
を
押
す
施
策
を
立
て
続

け
に
実
施
し
て
い
る
。

女
性
社
員
と
管
理
職
の
比
率
は
徐
々
に
上
昇

　

そ
の
結
果
、
今
で
は
女
性
社
員
が
三
七
二

人
（
全
体
の
約
一
六
％
）。
う
ち
、
既
婚
女

性
は
過
半
数
の
一
九
四
人
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ

ザ
ー
も
一
二
五
人
い
る
。
平
均
年
齢
は
三
七

歳
で
、
平
均
勤
続
年
数
は
一
五
年
に
達
す
る
。

　

女
性
管
理
職
は
三
一
人
（
三
・
三
％
）
と
、

全
体
に
占
め
る
比
率
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、

施
策
の
充
実
度
に
比
し
て
少
な
く
見
え
な
く

も
な
い
。
だ
が
、
同
社
は
近
年
の
業
容
拡
大

に
伴
い
、
従
業
員
や
管
理
職
の
数
自
体
も

徐
々
に
増
え
て
い
る
。
加
え
て
、
離
職
率
も

数
％
以
下
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
、「
辞
め
る
人

は
家
族
の
転
勤
な
ど
で
や
む
な
く
退
職
す
る

人
が
い
る
程
度
」（
坂
下
主
任
）
と
、
終
身
雇

用
に
極
め
て
近
い
状
態
。
詳
細
は
後
述
す
る

が
、
こ
の
環
境
下
で
女
性
社
員
の
労
働
の
質

の
向
上
を
進
め
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
一
定

の
時
間
が
必
要
に
な
る
。
実
際
、
五
年
前
の

女
性
社
員
が
三
五
一
人
、女
性
管
理
職
が
一
・

〇
％
だ
っ
た
こ
と
と
照
ら
し
て
み
て
も
、
取

り
組
み
の
着
実
な
前
進
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
〇
四
年
秋
か
ら
は
次

世
代
育
成
支
援
策
の
充
実
に
乗
り
出
す
こ
と

に
な
る
。
前
述
の
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
一
二

五
人
の
う
ち
、
小
学
生
以
下
の
子
を
持
つ
母

親
は
六
割
強
を
占
め
る
（
図
表
４
）。
父
親

図表１　女性社員に関係する制度の歴史

1983年 育児休職制度発足
1985年 女性管理職採用
1986年 男女雇用機会均等法施行
　　　　男女間給与格差解消
1987年 男女間定年格差解消（定年 65 歳）
1989年 女性販売職誕生
1990年 フレックス制度導入
　　　　退職者の中途採用者の導入
　　　　短期雇用契約者の導入
1991年 半日休暇制度実施
1993年 介護休職制度発足
1994年 育児短縮勤務制度導入（１歳まで）
1995年 女子結婚退職金制度廃止
1996年 ジョブチャレンジ制度の導入
　　　　女性管理職登用
1999年 介護短縮勤務制度導入
　　　　改正男女雇用機会均等法施行
　　　　セクシャルハラスメント相談担当窓口設置

2000年 HR21 プラン　スタート
　　　　男女時間外労働時間格差解消
　　　　キャリアサポートコーナーの設置
　　　　女性活用推進プロジェクト　Eve21 発足
2001年 ジョブチャレンジ制度の拡大運用実施
2002年 育児短縮勤務制度改訂（小学校就学まで）
　　　　企業倫理相談員を全国に設置
　　　　メンタリングプログラム試行導入
2003年 育児短縮勤務制度改訂（小学校就学後７月末まで）
　　　　メンタリングプログラム導入
　　　　育児休業者サポート（wiwiw）導入
2004年 カルチャー９　スタート
　　　　次世代育成支援対策プロジェクト発足
2005年 次世代育成支援対策行動計画案を提出
2006年 ファミリーフレンドリー企業表彰 優良賞を受賞
2007年 次世代認定マークを取得

図表２　HRプラン21の取り組み

１. 新賃金制度の導入
２. 新ジョブグレードの導入と開示
３. 新デュアルラダー制度の導入
４. 昇進制度および管理職登用制度の改定
５. 若手優秀社員の育成と登用
６. ジョブインフォメーション制度の導入
７. パフォーマンスマネジメントの強化
８. 人事情報の公開と社員の参画
９. 組織効率と組織開発
10. 労働組合との信頼関係促進

11. 役職制度定年制度の改定
12. 能力開発の強化
13. 女性活用の推進
14. 後継者育成計画の強化
15. ジョブローテーション
16. 人事本部リエンジニアリング
17. 人材採用システムの改善
18. 海外勤務・海外出張の機会拡大
19. 年金基金資金と債務管理の強化
20. オフィス環境の改善
21. ビジネスカジュアル制度の導入

図表３　Culture9 活動

１. 優秀人材の全社的な活用

２. 海外勤務・海外出張の機会増大

３. 女性社員の積極的活用

４. JG制度にもとづく処遇制度の推進と公正な運用

５. 専門性の高い人材の処遇・認知

６. 人事考課のさらなる公正性確立

７. キャリア設計支援システムの構築

８. キャリア設計に基づく系統化した研修

９. コーチング制度メンタリング制度の導入
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の
立
場
の
男
性
社
員
や
、
今
後
、
親
に
な
る

で
あ
ろ
う
社
員
の
こ
と
ま
で
念
頭
に
置
け
ば
、

こ
の
展
開
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

次
世
代
育
成
支
援
の
休
暇
制
度
を
充
実

　

次
世
代
育
成
支
援
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
五
点
。
ま
ず
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
の
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
の
認
定

を
受
け
る
た
め
の
必
須
施
策
と
し
て
、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
休
暇
制
度
」
の
導
入
と
育

児
休
職
の
取
得
促
進
を
掲
げ
た
。
前
者
は
、

子
ど
も
の
予
防
接
種
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
、

家
族
の
看
護
・
介
護
な
ど
の
際
に
年
間
五
日

ま
で
特
別
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
、
坂
下
主
任
に
よ
れ
ば
「
昨
年
七
月

の
導
入
以
降
、
毎
月
四
〇
件
以
上
の
利
用
が

あ
り
、『
有
給
休
暇
よ
り
取
得
し
や
す
い
』
な

ど
と
社
員
の
評
判
は
上
々
」
と
い
う
。
後
者

は
、
配
偶
者
に
収
入
が
な
い
社
員
に
対
し
、

育
児
休
職
中
給
与
の
七
〇
％
を
最
大
三
カ
月

間
、
支
給
す
る
制
度
（
雇
用
保
険
給
付
金
四

〇
％
＋
育
児
手
当
金
三
〇
％
）
を
整
え
た
も

の
で
、「
既
に
二
人
の
男
性
社
員
が
取
得
済

み
」
だ
。

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
四
時
間
単
位

の
有
給
休
暇
も

　

一
方
、
同
社
で
は
、
女
性
の
管
理
職
登
用

や
仕
事
の
高
度
化
が
進
む
に
つ
れ
、
ワ
ー
キ

ン
グ
マ
ザ
ー
に
も
急
な
残
業
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
、「
そ
の
都
度
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
電
話
を
か
け
続
け

て
、
そ
れ
だ
け
で
三
〇
分
ぐ
ら
い
の
時
間
を

費
や
し
て
い
た
」。そ
こ
で
三
つ
目
の
施
策
は
、

急
な
残
業
や
出
張
、
病
気
時
に
対
応
で
き
る

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
組
み

込
ん
だ
。
当
日
の
電
話
一
本
で
受
け
て
く
れ

る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
会
社
と
法
人
契
約
を
結

び
、
一
回
（
二
〜
三
時
間
）
一
五
〇
〇
円
の

本
人
負
担
で
利
用
で
き
る
よ
う
補
助
し
て
い

る
。

　

ま
た
、今
ま
で
は
「
午
前
」
も
し
く
は
「
午

後
」
と
い
っ
た
形
で
し
か
取
得
で
き
な
か
っ

た
有
給
休
暇
を
、
利
用
目
的
に
即
し
て
始
業

終
業
の
間
に
四
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ

う
に
有
給
休
暇
制
度
の
拡
充
も
実
施
し
た
。

「『
お
昼
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
に
参
加
し
た

あ
と
仕
事
に
戻
り
た
い
』『
子
ど
も
の
授
業
参

観
に
行
っ
て
来
た
い
』
な
ど
の
声
を
反
映
さ

せ
た
」（
坂
下
主
任
）
格
好
だ
（
図
表
５
）。

　

さ
ら
に
出
産
、
結
婚
、
育
児
、
配
偶
者
の

転
勤
、
介
護
等
の
理
由
で
退
職
し
た
社
員
の

再
雇
用
支
援
も
採
り
入
れ
、
辞
め
た
人
が
再

び
働
け
る
仕
組
み
も
整
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
男

性
も
巻
き
込
ん
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
お

り
（
図
表
６
）、
今
年
五
月
に
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
企

業
」
の
認
定
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
る
。

労
使
協
働
の
取
り
組
み
を
模
索

　

さ
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
語
る
上
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
労
働
組
合
の
存
在

だ
。住
友
ス
リ
ー
エ
ム
は
、「
Ｈ
Ｒ
プ
ラ
ン
21
」

の
柱
に
「
労
働
組
合
と
の
信
頼
関
係
促
進
」

を
提
示
。
以
後
、
労
使
協
働
の
道
を
模
索
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
一
般
的
に
人
事
・
処

遇
制
度
を
改
革
し
て
も
、
運
用
面
で
つ
ま
ず

く
ケ
ー
ス
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
仕
事
と

生
活
の
両
立
支
援
策
な
ど
、
流
行
の
制
度
を

真
似
て
導
入
し
た
も
の
の
、
蓋
を
開
け
た
ら

利
用
者
が
少
な
す
ぎ
て
絵
に
描
い
た
餅
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
は
よ
く
耳
に
す
る
話
だ
。

　

そ
の
点
、
同
社
で
は
制
度
策
定
時
に
社
員

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
お
り
、
そ
れ
は
労
組
の
協
力
の
な
か
で
行

わ
れ
て
き
た
。
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
労
組
の
小

山
哲
也
中
央
書
記
長
は
、「
過
去
に
は
労
組
の

取
り
組
み
が
活
発
で
、
会
社
側
の
提
案
を
押

し
返
す
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
述
懐
。
そ
れ
が
、

「
企
業
の
成
長
と
と
も
に
制
度
面
で
の
環
境

も
整
い
、
徐
々
に
話
し
合
う
雰
囲
気
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
。
今
は
会
社
が
制
度
を
提
案
す

る
前
に
事
前
折
衝
を
必
ず
行
っ
て
お
り
、
制

度
の
設
計
段
階
か
ら
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
」
と
説
明
す
る
。

職
場
の
声
を
反
映
し
た
制
度
を
迅
速
に
実
現

　

先
述
の
次
世
代
育
成
支
援
策
を
例
に
取
る

と
、
ま
ず
〇
四
年
九
月
に
労
使
共
同
の
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
翌
月
に
は
計

画
案
を
作
成
。
翌
々
月
に
は
現
状
分
析
の
た

め
の
「
階
層
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
」
に
入
っ

て
い
る
。
調
査
は
、
制
度
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
社
員
と
そ
の
上
司
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
人

程
度
選
定
（
図
表
７
）。
労
使
共
同
で
対
象

者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
、
管
理
職
や
子
を

持
つ
社
員
が
ど
う
い
っ
た
施
策
を
望
ん
で
い

る
か
を
明
確
に
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
主

な
特
徴
は
、「
看
護
休
暇
の
時
間
単
位
取
得
の

要
望
は
上
司
、
子
を
持
つ
社
員
と
も
に
多
か

っ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
か
ら
は
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
の
法
人
契
約
を
望
む
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
、
上
司
は
、
退
職
社
員
の
活
用
を
求

め
る
意
見
が
多
い
と
い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ

た
。
意
外
だ
っ
た
の
は
、
子
を
持
つ
女
性
社

員
の
多
く
が
、
男
性
の
育
児
休
職
・
休
暇
の

取
得
を
望
ん
で
い
た
こ
と
。
上
司
は
男
性
が

多
い
の
で
、
男
性
の
制
度
利
用
が
増
え
る
こ

と
で
理
解
が
進
み
、
結
果
的
に
女
性
も
休
み

や
す
く
な
る
と
の
認
識
か
ら
来
た
も
の
だ
っ

図表４　ワーキングマザーの実態

図表５　有給休暇について
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た
」（
坂
下
主
任
）
と
い
う
。
こ
う
し
た
職
場

の
声
を
分
析
し
て
、
五
つ
の
取
り
組
み
課
題

を
決
め
て
い
る
。

　

労
使
協
働
の
利
点
に
つ
い
て
小
山
書
記
長

は
、「
職
場
の
声
を
迅
速
か
つ
的
確
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
確
実
に

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
制
度
と
な
り
利
用
者
も
多

く
な
る
」
と
強
調
す
る
。
次
世
代
育
成
支
援

の
取
り
組
み
に
要
し
た
時
間
は
わ
ず
か
半
年
。

確
か
に
、
企
業
側
が
制
度
の
骨
格
を
労
組
に

提
案
し
、
労
組
が
持
ち
帰
っ
て
意
見
を
投
げ

返
す
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
は
、
こ
う
速
や
か

に
事
は
運
ば
な
い
だ
ろ
う
。坂
下
主
任
も「
制

度
構
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
も
労
組

側
の
役
員
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
職
場

の
声
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

職
場
の
満
足
度
も
よ
り
高
い
数
値
に

　

も
う
一
つ
、
労
使
の
取
り
組
み
の
成
果
を

裏
付
け
る
デ
ー
タ
も
あ
る
。
同
社
で
は
二
年

に
一
度
、
全
社
員
を
対
象
に
し
た
オ
ピ
ニ
オ

ン
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
。
社
員
の
声
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
た
視
点
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
サ
ー
ベ
イ
の
結
果

を
全
社
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

会
社
全
体
や
個
別
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
・

弱
み
を
把
握
し
て
、
改
善
の
た
め
の
活
動
を

策
定
し
て
も
い
る
。

　

サ
ー
ベ
イ
の
傾
向
を
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
（
渉
外
広
報
グ
ル
ー
プ
）
の
岸
田
祥
子

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
社
員
の

会
社
に
対
す
る
全
般
的
な
満
足
度
は
か
な
り

高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
両
立
支
援
策
の
成
否

の
カ
ギ
を
握
る
と
思
わ
れ
る
「
仕
事
へ
の
責

任
感
」
や
「
職
場
の
良
好
な
人
間
関
係
」
な

ど
を
自
社
の
強
み
と
捉
え
て
い
る
社
員
も
多

い
と
い
う
。
労
使
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
「
階
層
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
話
を
戻
す
と
、

調
査
で
は
実
は
「
現
行
制
度
の
周
知
」
を
望

む
声
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
制

度
の
策
定
と
は
別
に
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
り
、
社
員
の
家
族
に

も
理
解
し
て
も
ら
う
目
的
で
『
両
立
支
援
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
て
全
社
員
の
自
宅

に
送
付
す
る
な
ど
、
制
度
の
浸
透
と
利
用
促

進
に
努
め
て
い
る
」（
坂
下
主
任
）。

非
対
象
者
の
負
担
に
配
慮
し
つ
つ
運
用
を
進

め
る

　

こ
う
し
て
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
子
を
持
つ

社
員
な
ど
制
度
を
利
用
で
き
る
人
に
は
良
い

こ
と
ず
く
め
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
だ
が
、

そ
の
一
方
で
対
象
に
な
ら
な
い
人
の
負
担
は

増
え
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
言
わ
れ

る
「
単
身
者
も
い
ず
れ
は
対
象
者
に
な
っ
て

利
用
す
る
の
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
将
来
的
な

話
で
は
な
く
、
現
時
点
で
非
対
象
者
が
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
込
ん
だ
り
、
不
満
を
抱
え
た
ま

ま
過
重
労
働
に
陥
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
制
度

の
充
実
は
コ
ス
ト
的
に
見
合
っ
て
い
る
も
の

な
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、

小
山
書
記
長
は
「
確
か
に
最
近
、
残
業
が
増

え
て
労
働
時
間
は
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
制
度
の
し
わ
寄
せ
で
は
な
く

ビ
ジ
ネ
ス
成
長
の
影
響
だ
と
判
断
し
て
お
り
、

労
組
と
し
て
は
産
業
医
に
よ
る
長
時
間
労
働

の
面
談
対
象
を
広
げ
る
な
ど
、
長
時
間
労
働

の
是
正
に
務
め
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
。

そ
の
う
え
で
、「
一
般
的
に
労
働
者
に
ス
ト
レ

ス
は
付
き
物
だ
し
、
そ
れ
を
会
社
の
施
策
と

の
絡
み
で
考
え
れ
ば
、
非
対
象
者
の
不
満
が

完
全
に
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
」
と
一
定

の
不
公
平
感
が
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も

「
不
満
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
制

度
の
運
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」

と
答
え
た
。
た
だ
し
、「
そ
う
し
た
声
は
『
今

後
、
や
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
』
と
受
け
と
め

て
い
く
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

誰
も
が
有
効
的
に
活
用
で
き
る
施
策
を

　

コ
ス
ト
面
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
費
用
対

効
果
の
検
討
は
別
に
し
て
、「
女
性
が
活
躍
す

る
場
が
広
が
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

な
ど
の
方
が
は
る
か
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
大

き
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
、

労
組
の
立
場
と
し
て
、「
新
し
い
制
度
の
導
入

時
に
、
組
合
員
に
何
ら
か
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
看
過
し
て
い
な
い
」

と
い
っ
た
点
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
話
す
。

「
例
え
ば
、
両
立
支
援
策
と
引
き
換
え
に
家

族
手
当
な
ど
の
関
連
手
当
を
削
る
よ
う
な
こ

と
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
絶
対
に
応
じ

ら
れ
な
い
。
新
制
度
が
で
き
る
と
き
は
企
業

側
の
持
ち
出
し
が
基
本
原
則
。
そ
れ
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
誰
も
が
有
効
的
に
活
用
で
き

る
施
策
を
実
現
し
た
い
」。

賃
金
・
処
遇
制
度
と
両
立
支
援
策
の
関
係

　

な
ら
ば
、
処
遇
面
で
の
課
題
は
な
い
の
だ

認定を受けるための必須施策 施策の内容 導入時期 主な成果

１．ファミリーサポート休暇制度の導入
５日間の看護休暇に加えて、2005年10月までに看
護・疾病予防・介護・子の学校行事の適用範囲を拡
大したファミリー・サポート制度を導入する

05年7月1日に制度を導入 導入以来、毎月40件
強が利用

２．育児休職の取得促進
これまで取得実績がない男性社員が１人以上育児
休職を取得するようにする。また、女性社員の育
児休業取得率を80％以上とする

男性２人が利用
女性の取得率は100％

オリジナリティーを出すための施策（競争力の強化）

３．ベビーシッターサービスの充実 急な残業や出張時、病気の時にも対応できるベビ
ーシッターサービスの充実

05年８月にベビーシッ
ター会社と法人契約

2006年には10人（男
性数人を含む）が利用

４．有給休暇制度の拡充 利用目的に即し柔軟に取得できる有給休暇制度の
拡充を図る

06年１月に４時間単位
で取得可能な有給休暇制
度を導入

男性数人を含む10人
程が利用

５．再雇用支援制度の導入
出産、結婚、育児、配偶者の転勤、介護等の事由によ
り退職した社員で就労意思のある人への再雇用支
援をおこなう

07年３月29日に制度を
導入

２人が再雇用登録を
申請

出所：取材内容から編集部で作成

図表６　次世代育成支援の５つの取り組み課題

対象事業所 対象者

本　社 ・事業部長、部長

本　社 ・小学生以下の子を持つ社員

本　社 ・小学生以下の子がいる社員の上司

本　社 ・中学生以上の子を持つ社員

本　社 ・既婚男性社員

相模原 ・小学生以下の子を持つ社員

相模原 ・小学生以下の子がいる社員の上司

支店、営業所 ・支店、営業所長

図表７　階層別のヒアリング調査
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ろ
う
か
。
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
で
は
、
個
人
の

職
務
責
任
を
ジ
ョ
ブ
グ
レ
ー
ド
に
反
映
す
る

こ
と
で
、
職
務
の
役
割
や
責
任
の
重
さ
が
給

与
に
見
合
う
制
度
を
組
合
員
層
に
も
導
入
し

て
い
る
。
組
合
員
層
の
ジ
ョ
ブ
グ
レ
ー
ド
は

五
か
ら
九
。
グ
レ
ー
ド
毎
に
レ
ン
ジ
幅
が
あ

っ
て
、
そ
の
年
々
の
目
標
達
成
度
な
ど
の
評

価
で
昇
給
が
決
定
す
る
。
大
卒
初
任
者
は
グ

レ
ー
ド
七
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
旧

一
般
職
の
女
性
社
員
は
グ
レ
ー
ド
五
も
し
く

は
六
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
今
は
総
合

職
と
一
般
職
の
区
分
を
廃
す
る
と
と
も
に
、

女
性
社
員
の
労
働
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

労
組
の
要
求
も
追
い
風
と
な
り
、
旧
一
般
職

の
女
性
社
員
は
徐
々
に
七
以
上
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
。
彼
女
た
ち
が
こ
な
し
て
い
た
補
助

的
業
務
は
非
典
型
労
働
者
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
は
、
普
通
は
評
価

や
処
遇
に
対
し
て
、
少
な
か
ら
ず
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
男
性
社
員
の
場
合
、

例
え
育
児
休
暇
を
取
り
た
く
て
も
、
評
価
が

頭
に
ち
ら
つ
い
て
実
際
は
休
み
に
く
い
よ
う

な
気
も
す
る
。
一
方
、
休
職
中
の
女
性
も
長

く
休
め
ば
そ
の
分
だ
け
仕
事
が
遅
れ
る
し
、

復
帰
後
の
苦
労
も
避
け
て
通
れ
な
い
か
ら
、

長
期
間
の
休
職
に
躊
躇
し
て
も
お
か
し
く
な

い
。
だ
が
同
社
は
、
女
性
の
育
児
休
職
一
〇

〇
％
の
利
用
率
を
誇
る
し
、
妊
娠
退
職
者
は

こ
こ
数
年
皆
無
。
何
よ
り
、
男
性
の
取
得
者

も
出
始
め
て
い
る
。
現
行
の
処
遇
制
度
と
実

態
の
動
き
は
幾
分
、
理
屈
に
合
わ
な
い
よ
う

に
も
映
る
。

　

そ
の
点
を
尋
ね
る
と
、
労

使
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
こ
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
。「
組
合
員

層
に
限
れ
ば
、
ジ
ョ
ブ
グ
レ

ー
ド
の
運
用
に
は
年
功
的
な

部
分
が
残
っ
て
い
る
」（
小
山

書
記
長
）、「
育
児
な
ど
の
対

象
者
は
、
休
職
期
間
を
権
利

だ
と
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

『
休
も
う
と
思
え
ば
休
め
る

期
間
』
と
し
て
、
個
々
人
の

事
情
に
応
じ
た
復
帰
を
考
え

て
い
る
。
今
は
最
大
一
年
半

ま
で
休
む
こ
と
が
可
能
だ
が
、

責
任
度
の
高
い
仕
事
を
任
さ

れ
意
識
の
高
い
女
性
社
員
は
、

最
近
で
は
早
め
に
復
帰
す
る

人
が
増
え
て
い
る
」（
坂
下
主

任
）。

　

改
革
が
進
ん
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
処
遇
や
培
っ
て
き
た

風
土
が
極
端
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

休
職
制
度
の
選
択
も
本
人
の
捉
え
方
次
第
で
、

決
し
て
シ
ビ
ア
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
。

職
場
実
態
と
社
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
第
一
義

に
　

な
お
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
労
使
そ
れ
ぞ

れ
に
「
新
し
い
施
策
よ
り
今
あ
る
制
度
の
見

直
し
と
周
知
活
動
の
徹
底
で
、
も
っ
と
働
き

や
す
く
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
」（
坂
下
主

任
）、「
対
象
が
一
部
に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ

う
な
制
度
設
計
・
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
た
い
」（
小
山
書
記
長
）
と
い
っ
た
思
い
が

あ
る
。

　

一
番
重
要
な
の
は
、
職
場
の
実
態
と
社
員

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
制
度
を
つ
く
り
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
。
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
で
は
、

労
使
が
こ
の
原
則
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ＪＩＬＰＴ 出版物のご案内
職場のトラブル解決の手引き［改訂版］ 
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